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新型コロナ版 ほけんだより
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緊急事態宣言 全都道府県へ 歴史的緊急事態

世界が新型コロナウイルスと闘っています。国民として最善を尽くし感染拡大を防止しましょう。

最も効果がある方法「感染経路を断つ！（休校）」という方法で感染拡大を防止します。

不要不急の外出など外出自粛の要請等を強力に行い、人と人との接触を徹底的に低減することで、

必要な対策を実施することとする。こうした対策を国民一丸となって実施することができれば、現

在拡大している感染を収束の方向に向かわせることが可能である。

新型コロナウイルス感染症については、下記のような特徴がある。
・ 一般的な状況における感染経路の中心は飛沫感染及び接触感染であるが、閉鎖空間に

おいて近距離で多くの人と会話する等の一定の環境下であれば、咳やくしゃみ等の症状が

なくても感染を拡大させるリスクがあるとされている。また、無症候の者からの感染の可

能性も指摘されている。 一方、人と人との距離をとること（Social distancing; 社会的距離）
により、大幅に感染リスクが下がるとされている。

・ 集団感染が生じた場の共通点を踏まえると、特に①密閉空間（換気の悪い密閉空間で

ある） 、②密集場所（多くの人が密集している） 、③ 密接場面（互いに手を伸ばした

ら届く距離での会話や発声が行われる）という３つの条件のある場では、感染を拡大させ

るリスクが高いと考えられる。また、これ以外の場であっても、人混みや近距離での会話、

特に大きな声を出すことや歌うことにはリスクが存在すると考えられる。激しい呼気や大

きな声を伴う運動についても感染リスクがある可能性が指摘されている。

人流データ等を見ると、緊急事態措置を全

国に拡大することにより、さらなる国民の行

動変容の御協力をお願いする必要がある。具

体的な感染者数の推移をみても、例えば３月

の中旬から連休にかけて、警戒が一部緩んだ

ことにより感染が拡大したと考えられる。国、

地方公共団体、関係機関等を含めた国民が一

丸となって、大型連休期間も含めまん延防止

に取り組むべきこの時期において、全都道府

県が足並みをそろえて感染拡大防止の取組が

行われることが必要であることから、全ての

都道府県について緊急事態措置を実施すべき

区域とすることとする。今回の感染拡大防止

のための取組は政府、地方公共団体、医療関

係者、専門家、事業者を含む国民が一丸とな

って行うものであることを踏まえ、地域の実

情を踏まえつつ、迅速かつ適切に感染拡大防

止のための措置を講ずることが必要である。

上記内容は、

４月１６日官邸で行われた新型コロナ

ウイルス感染症対策本部(第29回)

会議配布資料より抜粋したものです。

私たちは多くの人の命に

影響しあう存在です。

人との接触を避け、家でもでき

る限りの予防行動を心がけましょ

う。

仕事で家族が人と接触している

場合、家でも注意が必要です。








